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慶最近光の磁性 棒による散乱又は吸収スペク t )レに於いて,所謂 スピン波 モ
- ドが相転移点以上の常磁性領域で見出された ｡ MagT30n Sideband として
は Ycr05や 搬 F21), 2-Magnon過程 としては 勘 F22)できれい- 莱
が得 られてV,る｡ 他方中性子の非弾性散乱による MagriOn mOdeの観出は既
に常磁性軸 でも数多 く宥 われてお り ,EIopp言)spinWaveとい う名で知5)
られてV,る｡ 定量敗勢解 も進め られているので, ここではこの結果をふまえ
て ,光の歩合を考えてみる｡




距離秩序 (SBO)はか夜Jh発達し.その変動の寿命 も十分長 くなって くるO
従って今著しその SROのサイズよりも十分短波長の励起波の (ェネJvギー了 1
が SROの寿命に くらべて十分短かければ,その波にとってはあたかも LRO
が存在するかの如 く見え,十分夜識別は不可能 とそるだろうO換言すれば間藤






点を忘れてはをら孜いO従ってこの観点か ら定式化へ と導く際 ,我々はアプ リ
オ リには何 らの秩序をも仮定してはをら在 vl. 或 サイズのクラスターを仮定す
れば,その嵐有振動モードが存在す る事は昌明であるO我々が知 りたvlのは .
もしこの仮定が真実に近いの怒らば,何離そ う孜のかとvlう事である.
6) /
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